第8章　ヒューマンエラーと人間行動
　災害・事故の対応として人の行動支配の原則は忘れてはなりません。災害・事故の起因となるものは、設備等からくるもの20％、人の行動からくるもの80％と推定されています。このようなことから、人間工学と心理学にかかわる問題点を取り上げ解説してみます。
7－1　人間行動と安全心理学

1 機械に組み込まれた人間機能
機械と人間には、それぞれ固有の特性があります。機械を制御するには、そこに介在する人との関係を理解する必要があります。そのモデルをブロック線図で示します｡この図からいろいろの課題を拾ってみたいと思います。
（Ⅰ）人と機械とのフィードバック系
この図は、「機械に組み込まれた人のフィーバック機能」を表したものです。表示された機械機能を目で見て、操作の可否を脳機能で判断して、手・足等により操作するものです。操作性を左右する機械そして人のスピード、動作性、脳機能の状態等、人の機能の特性について検討しなければなりません。
機械そのものの性能については把握可能ですが、人のそれは、個人差、年齢差、脳機能等によって大幅に異なったものとなります｡したがって、人の機能については、個人によって判断して、機械の機能にマッチさせなければなりません。
だから、個人が自己の機能を把握していないと事故の起因となります｡自己の機能というのは、視覚、聴覚、触覚、伝達遅れ、欠陥機能、感覚偏差等様々なものがあります。
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（注1） 視・聴・覚、脳波・疲労状態等は、人の日常管理では把握し難いものです。
（注2） 外乱、各種の補正手段についても、ルール厳守あるいは教育が十分行われないと中々守れない。
（注3） 最適解が出され、操作・制御するまでには遅れ時間が伴います。
図7－1　人と機械とのフィードバック制御系
機械系の一端として自動車の例を紹介します。機械操作、制御パネルが機構部分で、他は人を除き無形のものです。このように無形の操作性を持っているから「安全運転」が難しいことになります。この中で不安全要素として挙げられるものは次のようなものです。
①　機械操作系の外乱　　道路上の運転に支障を与える要素（凹凸、障害物、異物等）
②　2人の外乱　　視覚混乱要素、異常音、雑音等々
③　指揮命令系統の不徹底　　
④　人の心身状態（脳波不安定、体調不調、その他）
⑤　不安全状態　　機械系における不具合等
⑥　人の素質　　法令遵守の姿勢欠如、自己主義等
①、⑤は不安定な要素としては少なく、他の殆どが人に係わるものばかりです。とすると、不安定の要素としては、人に係わる問題を解決すれば大幅に交通災害を少なくすることができることになります。
このような操作系を、ＰＩＤ操作といい次式で示されます。
H（S）＝ｈ（τdＳ＋1／τＩＳ　＋1）EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(-Ls),ｅ)
ここに、H（S）はフィードバック系､τは時間、ｄは微分、Ｉは積分、ｈは比例系、1は比例、Ｌｓは遅れ時間です。年齢差にしたがって､遅れ時間（Ｌｓ）が目立ちます。その結果として､判断の誤り､操作の失敗等のミスの増加が出てきます。Ｌは遅れ要素、Sは時間要素です。
センサーは、計器盤、速度感覚､周囲状況等から「視覚､知覚、触覚」等から受けます｡その結果、脳から各種の指令が出され､手､足､その他へ伝達し､操作が行われます。

五感と言われるものの中､視覚と聴覚（音）が重要です。センサーから得られた情報は､身体の各所へ､神経細胞を通して化学物質（アセチルコリン・他）により伝達されます。

（2）伝達時間

センサーから受けた情報は脳（CPU）により判断して、各所の操作系（手・足・その他）へ伝達されます。その間には、当然伝達時間がかかり､判断機能､伝送経路等により個人差があり、その時間は無視できません。

この伝達時間は、脳細胞の衰えが目立つ中高年齢者になるにしたがって顕著になります｡それは､脳機能ばかりでなく運動機能とも密接な関係があります｡50歳以上になりますと､若い時に比べて2倍以上の遅れがあると言われます｡

自動車を運転していて、街角で「右を見て､左を見て」安全確認して進行すると言われます。この間の確認時間の遅れが(若い人と年寄り)では大幅に異なります｡と言うことは､通行中の車の速度についていかないということが出てきます。もたついている間に次の車が来てしまった。ということになります。

道路交通法では、このようなことを考えて次のような点を決めています。

①　車間距離(制限速度に応じて決められています)

②　制限速度(道路幅等に応じて、安全に運転できるよう決められています)

③　各種標識、曲がり等は、人間工学を考慮して決められています｡

(3) 制御の乱れ

制御系に人と機械が入れば､動作系に混乱が生ずることがあります。車の運転は人が行いますから、それに係わる問題が多いのもうなずけます。混乱が生ずる主なものを列記します。
①　外乱

　ⅰ　脳機能が追従できないようなときには混乱を生ずる。
　ⅱ　人の機能は､同時に二つ以上の情報が入ると､一つの処理が終わってから､次の処
　　　理に移るという習性があります。したがって、混乱が生じます。
②　人為的な誤り操作　
ⅰ　ヒューマンエラーはいろいろな環境の変化によって起こります。疲労､過労､睡眠
　　不足、病気等によるのう脳機能の低下が上げられます｡
ⅱ　機械系の混乱に追随できない。どう処置していいかわからない。
　　③　外面的な要因
　　（ⅰ）道路環境が悪い。道幅狭し､凹凸が多い、雑音過多等
　　（ⅱ）気象環境が悪い。降雨が激しい､夜間等の視界不良､その他
（4）視覚､聴覚情報
　①　視感度曲線に係わる問題　　
人には目に見える視感度曲線があります。人による
　　差として、遠視､近視、色盲、老眼、乱視等々があります。
　　　視感度曲線には明所視感度（昼）、暗所視感度（夜）があります。明るい所から
　　暗い所に移動すると慣れるのに30～50分かかります。その逆は1分です。このような反応遅れは運転上留意すべきことです。
　　　視感度については個人差と年齢差があり、一概に決めることは困難です。50歳を過ぎると大方の方は、全体的な減退傾向が現れます。
　　②　目の調節力

目の調節力は、5歳を頂点として次第に衰え、40歳で30％、50歳を過ぎると20％
　　以下に低下してきます。中高年齢者は特に自覚すべきものです。
　　③　異常機能

直射日光、輝きの高い光線､熱線､大きな音響､異常音は､神経の集中に対して脳機
　　能を一次的に麻痺させます｡混乱の要因です。
4 聴覚機能

　人の聴覚は50~20,000Hz程度とされ、この範囲を逸脱した聴覚はありません。音声の会話では、300~3,400Ｈｚあれば良いとされています。聴覚機能の障害が起これば伝達等に齟齬を来たし、災いの基となります。
2 人間工学と心理上の課題
(1)　 人間工学的課題
　車の機構では､操作系､視覚系等あらゆる面で人間工学的改善が図られています｡しか
しながら、限られた空間､面積のため､全てを満足することはできません。したがって、
その補正は人の判断能力に任されています｡
視覚が全域で捉えられない．マニアル操作等完全なものはありません．次のようなことも必要です。
1 操作点の位置

　　手、足等の操作が伴うとはき、操作点を疲れのないような位置に決めて疲労を防ぐことが必要です。また、操作の誤りの発生し難い位置とします。
2 危険表示、標識等の位置

　表示、標識等は人のかんかく機能に最も相応しい位置に設定することが大事です。設置する位置を誤ると、見落とし、気がつかない。と言ったことが出てきます。これを省くといったことは、災害防止のため慎まなければなりません。
③　操作のし易さ

　全ての機械操作等頻繁に繰り返すものは、一定数を超えると人の操作部分に疲労を訴えるようになります。一定数というのは、操作内容により異なります。

④　作業空間
　作業空間等は人の作業に支障を与えないような広さ、間隔等を保つ必要があります。作業空間が狭いための災害・事故は見逃すことができません。

⑤　その他

　人間工学的な配慮の必要なことは、これ以外にも数多くあります。平素の行動の中で考えてみましょう。
（2） 安全心理の課題
人は習性として「法則」に支配されるということがあります。そのことを、自覚して行動の中で判断しなければなりません。とくに、車の中では解放された孤立社会（一人の判断行動）ですから、自らの判断行動が大事です。法則に支配されて問題となるのは数多くあり、人の行動の中で法則に支配されるものは、これを利用したり、否定措置を講じたりします。その代表的なものを取り上げてみます。
（3）近道の法則　　
人は誰しも､他からの干渉なしに「最小の労力で最大の効果」を上げるべく行動します。この原則を「近道効果」「簡潔化の原理」とも言います。労力を使わないで大きな成果を上げる努力は、常に私たちの脳裏を模索しています。
「近道の法則」の一端を私なりに紹介します。

人は万物の霊長として、この社会の動物界に君臨して象徴となっています。だが、人はまた、動物であることに変わりはありません。ただ、他の動物と異なるのは、意識が極端に発達している点です。この意識は永い間のトレーニングによって巧妙に発達し、各種の合理的手法と行動を身につけるようになっています。この反面、固有とみられる素質を持ち合わせています。この素質は人固有のものです。
　この素質は、単純とみられる行動様式です。「人の意思と無関係に発する行動です。」その内容は「反射・走性・本能」といわれる人固有の本能行動です。
　この本能を否定することは、特別の条件「意識の環境条件」を与えない限り否定することはできません。これらのことを「人間の法則」といっています。これは太陽による自然進化の過程から生まれたものとも考えられます。
　法則支配の内容は、心理学の本論に任せるとしまして、本能支配の原則と係わり合いのある「近道の法則（簡潔化の原理）」と災害発生の要因との因果関係について考えてみたいと思います。
私たちが日常生活している中で、意外と気のつかないことがあります。それが、ここに掲げた近道の法則です。これは心理学の法則の一種ですから、気がつかないうちに実施（実行）しているものです。ああ、そうかと思い出してください。
大方は、仕事の中で、失敗して気がつくものです。何故あんなことをしたのだろうか！後のまつりです。失敗の後で気がついたのでは遅いのです。誰が教えることもなく、人に自然の形で仕事が身についてしまっているものです。そうだったのかということになります。
こんなことを考えながら幾つかの事例を上げながら説明したいと思います。

①　.近道の法則とは
　あらゆる動物は、動物特有の本能を持っています。走性・反射・意識行動いったものです。人と動物の相違は、意識行動が多いか少ないかによって決まるといっても過言ではないかと思います。このように、人は本能として利害・得失といったことを判断して行動する特有なものをもっています。
　反面、走性・反射・本能行動というものに、人に備わった「法則支配」の原則があります。この法則支配の原則は、否定するが難しいといわれております。これらの法則支配の一つとしてあげられているのが『近道の法則』です。
『最小の労力で最大の効果を上げる』このような行動は人の意識が働く限り、常に働き、
否定することはできません。人の特徴的な法則支配の原則です。
　　この法則は、あるときは有用になりますが、極端な場合は、身の破滅を招くといった行動になることすらあります。そのことは、支配の原則を否定してかからないと打つ手がないように考えられます。遮断の方法には次のようなことがあります。
ⅰ　物理的な方法で遮断する。(人の意思を遮断)

ⅱ　罰則を適用する。(処罰、罰金等)

②　近道の法則
　　日常生活の中で、考えたもので次のようなことが上げられます。
ⅰ　早く目的地へ行きたい。
ⅱ　早く作業を終えたい。早く仕事をしたい。
ⅲ　仕事の能率をあげたい。
ⅳ　お金をもうけたい｡
ⅴ　その他、沢山あります。
　このために、「危ない橋を渡る」といった例が、犯罪・事故・災害等の中で散見されます。その多くは、理性によって否定できますが、できないようなことも多々あります。　　　　人は千差万別の個性をもって行動しているからです。その個性も一朝にしてできたものではありませんから、中々対応が難しいというものです。
理性を作り上げるといったことは、小学校から大学までの教育制度にも課題があります。ということは、どうしても否定できないものは、物理的な遮断によるしか方法がありませんが、人の意思によって解決でるものは、理性の判断によって多くを解決できるものと考えられます。　
3 作業の省略による災害

ⅰ　この災害は「電気の定期点検試験中」に起こった事例です。

東京のある私立高校の年次検査の際発生したもので、電気の活線（活線近接作業）作業で保護具を省略したものです。

　高圧受電装置により受電し、構内が広いため校舎別に二次受電をしています。当日の作業者は三人で一組となり、個々に作業分担をしていました。被災者は特定の二次受電箇所で一人で任された点検・整備（清掃も含む）を行うことになっていました。
　各種試験作業は受電点で所定の項目を行い、二次受電点では、点検・整備（ききの清掃も含む）を個々の作業員に任せて行っていました。この作業員は「電気主任技術者」の資格をもっていてベテランの方です。知っているにも拘らず、ウエースを用いて素手「軍手をはめていた」で清掃を行っていた際、高圧活線部分に触れて感電しました。

　手から足に感電して、倒れたと言うものです。
　年齢60歳、経験年数30年、電気専門家とうことで、感電した指の第一関節で指切断となりました。この作業を請け負った者の応援で作業していたものです。

「原因」高圧用保護具を着用していなかった。という単純な原因です。作業指揮者は請け負った者ですが、次のような手抜かりがありました。

ア　安全作業手順は持ち合わせなかった。

イ　馴れ合いで、作業指揮は行われず作業を任せていた。

ウ　作業指揮者は保護具を自家用車内に保管していた。
エ　構内が広いため、作業場所まで持っていく手数を省いた。
オ　作業者の精神的な弛緩があった。
　このような原因が挙げられますが、危険点に近づく時は高圧用保護具を着用するのは、電気専門家の常識です。いとも簡単に常識が破られた背景には「近道の法則」左右された作業員と指揮者の心理的要因を上げることができます。怠慢といってしまえばそれまでですが、災害の結果はもとに戻りません。

ⅱ　高さ2m以上の昇柱作業は一般的ではありませんが、操作紐が高い所にあるため、昇らなければなりません。安全帯は持っていたが、あまり使用していないため、一寸のことだからということで省略してしまった。転落事故の顛末はいとも簡単な動機から発生しています。ⅰの場合と同じような原因を上げることができます。
　このような事故を無くすためには、8－2、5の（4）に示されるような設備面からの改善が必要です。保護具等は平素使用していないものをしようすると大きな違和感が伴い「簡潔化」に走るようになります。
（4）法則支配の否定
1 物理的方法　　
これは、人の心理が、そのルートを通り、その方法を必ず行うというものは、そのルートを強制的に遮断(交通遮断の例)、その方法をとらせない方法
　を強制的に行います。
　ⅰ　.車が通れないように、抗打ち、ロープ遮断する。
　ⅱ　危険点には、人が通れない、入れないように囲い、ロープ等で遮断する。
　　　その他いろいろな方法が考えられると思います。
　ⅲ　法則支配を否定できる物理的な方法のあるものはよいが、出来ないものはどうするか、ということがあります。
2 　罰則適用　　
人の道徳心の退廃から、規則･表示･標識等があっても、ある者は守ってくれますが、ある者は守ってくれない。ということがあります。どうしたらよいでしょうか！
　　このようなことに対しては罰則適用しかないように考えられます。
　中々守られないものに法令等の違反があります。元々法令の適用は理性の働かない
　ところには適用が無理なのかも知れません。
　　中々守られないものには次のようなものがあります。多くのルール違反を平然として
　行っているものを上げます｡
ⅰ　道路交通法りルール違反
　罰則を適用し、監視を強めると違反事項が極端に減ります。
ⅱ　労働安全衛生法
　労働安全衛生法にも罰則規定がありますが、事業者等が法を守らず死亡災害を発生させたり、刑法に触れたりすると罰則規定を適用されることがありますが、一般的にはその適用は少ないようです。このため、中小企業等では、法の遵守に手抜かりが見られます。
③　安全衛生で守られないもの
労働安全衛生法並びに関連規則の中で、法令に定められているにも係わらず平然とし
て条項の無視されているものがあります。とくに顕著なものに、労働安全衛生保護具があります。

　電気専門家、工事者等の特定者は、活線並びに活線近接作業が宿命となっています。次のⅰ、ⅱについては、安全が保障されますが、ⅲについては、絶対的な保護要因ですから、専門家と言えども省略は許されません。
　　労働による危険性が伴うものは次の三点によりよるのが通例です。
ⅰ　遠隔制御・自動制御により人と設備等を隔離する。
ⅱ　危険性の物とを囲い・覆い等により近づけないようにする。
ⅲ　どうしても危険性の物に接近する必要のあるときは、保護具･防護具等を使用する。
1 　保護具等については、殆どの場合、規則で着用を義務付けています｡災害を防止するためには組織的対応とルールを守ることが必要です。危ないか、危なくないかは個人の裁量に任せると災害の発生が増加します。このような意味合いで法令規制がされていますが、個人的な主観によって着用している場合が多いということができます。個人の主観に任せると、「危ない概念」が人の意識によって左右されて組織的対応がなされなくなります。したがって、安全のルールが成り立たなくなります。このような意味で義務化されています。
　　　規則で義務化されていても守られない理由としては、やはり「近道の法則」がかかわっています。大方保護具等は、これを使用すると作業能率に係わってきます。次のようなことです。
③　違和感があり着用しにくい。（とくに夏場は使用しにくい｡）
④　作業能率が下がる｡（しない方が仕事がし易いのは当たりまえです。）
着用の義務は、事業者の責任ですが、認識が足りないことがあります。これも能率本位の結果です。このようなことで発生している重大事故・災害は次のとおりです。
1 電気用保護具等の未着用で、感電死傷事故を発生している例が多い｡危ないのを承知
　で作業がやり難いから省くといったもの。
2 酸素欠乏箇所へ予防措置を講じないで、作業を開始し死傷事故が発生した。測定器具、
　措置等を行うと時間･手間が要るからです。
3 安全帯を省き、転落して死傷事故が発生した。高さ2ｍ以上を高所と言いますが、
　安全帯をすると作業がやり難い。面倒だ。ということで省略することが多い。
4 労働衛生保護具をしないで、心身疾患をきたして健康傷害を誘発した。労働衛生に
　係わる疾患は、即現れることは殆どありません。作業がやり難いから着用しない。と
　いったものが殆どです。呼吸用保護具、防塵用マスク、防毒用マスク等々
5 安全用保護帽の着用をしないで危険性の物に触れ、落下物にあたる、追突等による
　死傷災害が発生した。
まだまだ沢山あります｡保護を怠っても災害に遭遇しないか確率の方が多いわけです。だからといって作業の簡潔化（近道）を行ったのではたまりません。災害の発生確率はハインリッヒの法則で示されるように極めて少ないのです。だからといって、近道の法則にたよったのではたまりません。

この中で、「危険情報､失敗の可能性､落とし穴等」があっても、いとも簡単にこれを無視してしまいます。指摘されていても中々是正しようとしません。その認識は､大きな個人差があります.事故に遭遇して初めて気がつくというものです。この中には「重大事故」も含まれます。

3 運転にかかわる心理学的視点
(1)　原則
　①　安全の通路を指定しておきます。回り道しても危ないところは回避するようにし
　　ます。
②　危険領域へは入れないように遮断のための柵､ロープ、ガード等をつけます。
③　保護具､用具等は使い易い位置に置いておくようにします。
④　出入り禁止、抗打ち遮断、一方通行､制限速度の規制､各種の標識等々があります。
⑤　罰則ずくめの問題解決方法には、どんなことが考えられますか！
(2)　視知覚の法則　
　目に対する「視感度曲線」は前項を参照して下さい.次のようなことです。
①　視感度特性　　380nm～760nmの波長効果を考えます。
②　遠近反転現象　遠くに見えたり､近くに見えたり、光の感度特性を考えます。
③　誘導運動、仮現運動、自動運動現象､コルテの法則等を考えます。
（3）自我伸縮論　　
　伸は自己の範囲を誇張して見せるもの、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅく),縮)は自己意識のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちぢ),縮)んだ状態を言います。車の道徳心で必要なことは､車全体を自己のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんちゅう),範疇)と思いなさい。ということです。若者が「我が夜の春」とばかりに道路を走る姿を見ると、自制の念をどの
　ように植え付けたらよいのでしょうか！
(4)　車の物理現象
車には機械の性能からくるいろいろな性能があります。運転するものは、その現象を知っておく必要があります。そう難しい内容のものではなく、ごく一般的なものです。
①　スピード　　安全速度（制限速度）が定められていますが、関係した内容を含めて
　検討してみたいと思います。
ⅰ　安全速度が決められたのは、道路幅、曲がり、交通量、交差点、街中等々多方面
　　から検討して決められています。勿論この中には、人間工学的要素も加味されてい
　　ます。安全に運転できる最低の条件で設定されていますから、若い人には合わない
　　面があるかもしれません。運転しているのは高年齢者もいることを念頭におく必要
　　があります。
　　　10Km、20Km、30Km、40Km、50Km、60Km、80Km、100Km

　　　それぞれ条件に照らして決められています。
　　ⅱ　車間距離にも理由があります。事故の多くは二つ以上の悪い条件が重なって
　　　発生するものです。
　　　車の速度と進行距離を考えてみましょう。速度Vは、進行距離をＬとして、時間ｔ
　　　（ｓ）に対して次式で示されます。
　　　　　　Ｖ＝ｄＬ／ｄｔ
　　　　いま、時速100ｋｍの速度の場合、1秒間にどの位進むか次のとおりです。
1,000,000ｍ／3600≒277ｍ
　　　　50ｋｍの場合は
　　　　　　　500,000ｍ／3600≒138ｍ
　　　私たちの操作における「反応遅れ」を考えると、決められた車間距離は守る必要が

　　　あります。前方の車は衝突等により即座にストップすることもあります。よく認識
　　　する必要があります。
　②　カーブ、徐行、スリップ、車のスタート時の条件　　
　　　次のようないろいろの条件を考える必要があります。
　　①　曲がり切れない場合のスピードはどの位なら良いか。
　　②　スリップの発生時にはどんな現象が起こるか。
　　③　脱輪―外輪差、内輪差を考えよう。
　　④　積雪時―スリップ等の異状事態を考えよう。
　　ⅰ　前後左右の確認、周囲の異物の確認､死角の確認等々があります。
　　ⅱ　無かったものが置いてある。このようなことがあります。
　③　人の飛び出し､トンネル内､暗くなる時の留意事項
　　（ａ）危険区域では常に留意が必要です。
　　（ｂ）照度の低い所では、暗さに慣れるのに時間がかかります。（40～50分）
　　このように､車の物理現象には数々の課題があります。人と機械が共存するためには人
　に課せられた課題の方が多いことに気がつきます。事故の発生には一つの欠陥も許され
　ません。
7－2　ヒューマンエラー

ヒューマンエラーとは「システムによって定義された許容限界を超える人間行動の集合」と表現していますが、必ずしも一定の定義があるわけではありません。抽象的な表現です。
ここに、定義された許容限界とは、一般に起こり得ない見られる行動、以外の突発的人間行動を指すものと見られます。
人には、本質的な行動と失念行動があります。ここにいう「失念行動」の多くは「ヒューマンエラー」として取上げられています。このような行動は安全管理としては､取り除かなければならないものです。失念行動はどうして起こるのでしょうか！
(1)失念行動　　
災害・事故が発生した後、被災者にその時の心境を聴くと､殆どの場
合「何がなんだか判らない」という言葉が返ってきます。そのことは､心理的なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もうそう),妄想)・失念といわれる心理状態にあるのだと思います。だからといって、その行動が許されるわけではありませんが、反省の声が直ちに返ってきません。
人の行動の中には､意識的な寸断・失念と言われる無意識行動が発生するのも事実です。
その対応としては、各種の環境改善､事前の対策が必要であることが判ります。
（2）疲労　
　疲労は諸悪の根源と言われます.疲労限度と言うものは､その人の体力等により、個人差が大きく把握が困難です。疲労兆候にはつぎのようなことが上げられます。
①　身体の機能減退からくる体調の限界
　②　病気・病状等からくる疲労感
　③　日常生活のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふせっせい),不摂生)からくる疲労
④　疲労症候群（作業意欲が無い、ミスを起こし易い人、疲労し易い人、忘れの早い人､他）
　これらの疲労原因は､脳機能の減退と共に無作為行動として発生し易いこととなります。
それなりの対応が求められます。
（3）心理的ストレス　
　難しい精密な作業が要求されるときは、正常な体調な時でも､2時間程度を限度として､適度の休息が必要です。どんな作業があるか！
①　難しい弁別作業
②　入力情報のが多すぎる（不適当情報を無くす）
③　作業速度の速いものの継続
④　継続作業の時間が長すぎる
（4）作業特性からくるもの　　
ヒューマンエラーを起こし易いような作業の組み立てもあります。
①　指揮・命令系統が良くない。
②　指図・強調がうまくいかない。（安全作業手順､安全心得が無い。職場規律が良くない.他）
③　安全教育をやってない。
④　仕事のやり方､課題処理の方法，過度の作業量等に問題あり。
⑤　レイアウトに関係する場所の特性に問題がある。
⑥　操作上にエラーを起こし易い要因がある。
⑦　保護具等の使用上の問題がある。
⑧　情報､知覚、標識､表示､周囲環境に問題がある。
⑩　騒音過多、温度・湿度不良等の問題がある。
ここに取上げた諸問題は、交通安全に係わらず安全管理を推進するうえに重要な課題
です。
ヒューマンエラーと言うものは､諸因を一つ一つ潰していかないと完全に防止することはできません。モデル化したものが図7－です。参考として表1に「フェーズによる意識レベル」、図7－2に「記憶のモデル例」を示しておきます。
　　　　　　　　　　　　　　　作業状況



　　　　　　　個人的　　　　人間エラーの　　　　　人間の情報処理　　　　　人間
　　　　　　　要　素　　　　メカニズム　　　　　　プ　ロ　セ　ス　　　　　行動


人間エラーの原因


図7－2　人間エラーのモデル化
　ここに示したように、ヒューマンエラーというものは人の行動を否定した安全管理が求められますが、安全衛生体制の全般に及ぶもので、OSHMS で構築される体制整備が必要不可欠の要素になります。このための、リスクマネジメントを進め、リスクアセスメントでPDCA を完成させることが必要です。表7－1は人の心理の不安定要素を示したもので参考となります。
	フェーズ
	意識の状態　　注意の作用
	生理的な状態
	信頼度・作業失敗率
	脳波パターン
	記　　事

	〇
	無意識
ゼロ
	睡眠中、脳発作等
	０　　　　　　過多
	δ波
	事故発生

	Ⅰ
	意識ボケ　　不注意を起こす
	疲労、単調作業、眠気
	0.9以下、10回に一回
	θ波
	不安定

	Ⅱ
	普通
　　内の方へ
	定常作業時、休息､他
	2～5nine、　少ない
	α波
	普通

	Ⅲ
	冴えた状態　　前向き姿勢
	積極的な活動
	Sixnine以上、極小
	β波
	　普通

	Ⅳ
	過緊張　　　　一点に固執
	感情興奮時、ヒステリー
	0.9以下、10回に一回
	テンカン波
	不安定


（注）Ⅲは正常な状態で､一日に2～3時間しかありません。Nineは9の数(99.9999)　　橋本邦衛先生発表資料
表7－１　フェーズによる意識レベル

周囲
感覚､感知､各種の情報
短期記憶(リハーサルなど)　　　長期記憶(条件反射、熟練技能、長
環境
(視､聴、覚等の五感)　　　により短時間保持するもの　　　期記憶痕跡)として永い間保存される
情報

約一秒以内に情報が消失する。
約１５秒以内に情報が消失し、多くは再生
半永久的に記憶されるものであるが、時に忘れることもあり、

全く再生されません。
されません。
再認・再生されます。
図7－3　記憶のモデル化
記憶には、短期記憶と長期記憶があり、図7－3のように示されます。忘却とは、思い出すことを忘れることです。
1 中高年齢者の災害は何故多いのか
人の行動は機械システムと同様に､フィードバック機能によって培われています。ということは、現在の社会では､機械システム等の中に人が組み込まれて、生産活動等が行われています。これは誰も否定することはできません。
そうすると、このような人間工学的な要素も検討しなければなりません。人間工学は「人とシステム」との調和を取ることを主眼に進める学問です。そのことによって疲労軽減､作業のしやすさ等を求めるものです｡図１参照
中高年齢者は、心身機能等の低下により中々調和を求めることが難しいのが実情です。災害の起こると見られるものを列挙すれば次のとおりです。
1 反応速度の低下（若年者に比べて1／2以下に低下するものと見られます）
2 目の調節力の低下（目の調節力は総体的にⅠ/2から1/10へと低下する）
3 肉体的な力量低下（平衡感覚の低下､全体の力量低下）
4 思考能力の低下（思考による実行決断が遅れる）
5 脳機能の低下（忘れが起因して結果として、事故・災害につながる）
6 病気の回復に手間取る（回復に時間がかかるのに就労して問題を起こす）
事例を幾つか取上げましたが、これ以外にもまだまだあると思います。
このような中から、作業の選択を行い､災害発生要因を低減するのも一つの方法であると考えられます。人は自己の欠陥を、他に知られたくないという「自己保存」の本能が常に働いています。だから、周囲からその欠陥を見出すことは容易ではありません。
自己申告が最も良い方法ですが、中々思うようにいきません。
自己申告によって事前に作業の適正を得る方法を選択する必要があります。どんなことがあるでしょうか！
1 機械システムとの対応（生産機械にはいろいろあり、不適切なものを見つけます）
2 建設作業への適応（高所作業､重量物運搬､建設機械操作､その他の選択）
3 高温・多湿・寒冷作業への対応
4 作業環境への対応（室内環境､土木作業､その他）
5 作業継続時間との対応
6 正しい情報を乱すもの
以上は中高年齢者に問題がありそうな点を取上げましたが、細かく上げればまだまだ沢山あると思います。

外乱･内乱

不具合

　　正常な機械　　入力　　　　　　人間
機械
出力
的動作の基準
基準
照合
検出
正しい出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　遅れが出る　　
図7－4　人と機械システムのブロック線図
図7－4で示されるように､人は完全に機械システムに組み込まれて作業するのが通例の姿です。中高年齢者としては、人の機能劣化要因・環境状態･外乱等によって機械システムにいろいろな影響を与えます｡そのいろいろな影響が(事故､災害等)に発展してしまいます。
人間の活動を乱す要因には、数多くのことがありますが､大きく分けて「内乱・外乱」があります。両者とも中高年齢者は影響を受け易くなります。特に人間要素の高まる「自動車の運転」ではその比率が高まります｡
２　年齢と身体機能の変化
　人の身体機能の変化は個人差があり、一概に決められません｡その機能劣化の要点を示すと次のとおりです。
①　総合的な体力低下（除除に低下し、60歳以後急激になる）
②　目の機能低下（照度を上げたり、作業の選択を考える）
③　反応速度の低下（自己認識をする｡他）
④　平衡感覚のずれ（高所作業､すべり防止､取り扱い注意）
このような年齢による機能低下は、急激に現れるものではなく、自然の形で下向するものです。その内容は次のことによって大幅に異なります｡
スポーツ･運動をやっているか、否か。
①　読書･研究心等に熱心であるか､否か。
②　心身機能の衰えを感じているか、否か。
③　病気等の後のリハビリを行ったか､否か。
④　進取の趣向があるか、否か。
二つ以上の心がけがあれば、5～10歳の差は克服できるものです。その事例の一端を示します。

	　　　
　人　　
	判断
	О
	О
	Δ
	Δ

	
	動作
	О
	Δ
	О
	Δ

	
	行動のパターン
	機
敏
	慎
重
	軽
卒
	低
調


1 　機敏な動作性
　　頭の判断も早い。この型は
　事故内容が軽くて小さくて済む。
②　慎重な動作性
　　頭の判断も早い。この型は

事故の発生確率が少ない。
図7－5
人間の4つのタイプ
③　軽率な動作性
　　判断が遅い。にもかかわらず手足が早い。これはいい加減な判断でパパツと手が出て
　　しまうもので､軽率型とします。
4 低調な動作性
　　判断が悪く､手足の動作性も鈍い。鈍重タイプで低調型とします。
この内容は、年齢には直接関係ありませんが、年齢によってその度合いが加速されます。

	ＣＣ　No
	行　動
	　反応
	　事故

	マイナス
	低　調
	鈍い
	大

	0～1
	軽　卒
	ソソッカシイ
	重大

	2～3
	機　敏
	テキパキ
	軽小

	4～
	慎　重
	ジックリ
	無事故


　　表7－6　「動作性の事故（1～4）は平　　　　　素の管理により捉えられるものです。これ
　も年齢には直接関係ありませんが、年齢に
よってその度合いが加速されます。
人間特性は時として重大事故を招きます。

図7－6　　動作性の事故
　　　組織の確認　　　運動命令

感覚器
大　脳
判　断
情報　О
感覚器と大脳　О　手足　〇　応用


刺激
反応の報
図7－7　人間の神経経路　　　　　　　　　図7－8
　人間のカスケード系
個人的な年齢差を示す指標として、厚生省発表の次の資料があります。
この資料によれば､55歳過ぎるとその差が
顕著になります。ましてや､70歳になる　　　　　　　　　　　　　　　　　
	暦年年齢
	機能年齢
	偏差
	備考

	25
	23～27
	±2
	数値は（歳）です
中高年齢になると大幅に偏差が広がります

	55
	48～62
	±7
	

	72
	60～80
	±10
	


と大幅に差が出てきます｡
この差を縮める意味で､シルバーヘルスプランやＴＨＰ（Total　health　promotion　plan）が総合的な健康プランとして示されています｡
高年齢になると、精神的な活力ばかり
表7－2　年齢による偏差
でなく､肉体的な対応が､安全確保には
欠かせない要素となってきます｡そのための､適正な運動計画も出されています。また､50歳以上の労働災害は、全災害の50パーセントにも達しています。
　次いで高年齢者の災害要因を上げてみましょう。
(1)　平衡感覚の喪失
　平衡感覚は感覚機能と脳細胞による伝達の機能の遅れが原因で発生するものと考えら
れます｡伝達遅れがどの程度であるかは詳らかでありませんが、少なくても､20歳に比べ
て60歳になると1／2以下に低下するものと思考されます。
　平衡感覚の喪失は、高所作業(2ｍ以上)の転落、墜落或いは､転倒等の災害を誘発します。
　脚立、安全帯の使用、床面の凹凸･段差・すべりの解消等の施策が必要になります。
(2)　肉体の退化
　先ず上げられるのが、重量物の運搬です。手持ち作業では、男25(20)kg、女20(18)kg

　以下に努める必要があります。これ以上の物は機械力を使う必要があります。また、急
　激な作業は不得手です。作業姿勢も大事です。その他作業の継続時間の検討等も考慮す
　る必要があります。
(3)　視知覚の衰え
　視覚機能は、５歳を頂点として5０歳以上になると、目の調節力は20％に低下してしまいます｡(人による差が大きい)そのことは、災害に遭遇するチャンスが多くなることに
　つながります。照度をどのくらいにしたら良いか！
　　また、近視・色盲・遠視･乱視・老眼等のいろいろな視覚変化が現れ、その個人差が大　
　きい特徴があります。このようなことから照度も考慮する必要があります。結果として、高年齢者用の対策か重要になります。
　機能低下はどうして起こるのでしょうか！
(4)　廃用萎縮
　脳の細胞は、使わないでいると使えなくなってしまうそうです。このような現象を廃
用萎縮と言っています。その下降傾向は４５歳を過ぎると顕著になります。一日に10万個以上も廃用萎縮するといったらびっくりします。脳細胞は140億程度存在すると言われ、一日に10万個壊死したとして1年間に1億個に達しません。全体的に見て大きな影響はありません。ただ、少なくなるような対応は必要です。廃用萎縮は細胞のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えし),壊死)と同様に戻りません。
　運動機能等使わないために、機能低下するものがありますか、トレーニングによって復活するものもあります。病気等で運動機能を停止したときは、回復後機能回復を行わないと復活の動機を無くしてしまいます。この場合、継続運動量が過多になりすぎると、そのための障害が出るようになります。専門家に相談して行う必要があります。
(5)　伝達機能は化学物質が行う
　アセチルコリン他により脳指令が伝達されます｡伝達機能は心臓が行います。伝達は化学物質で行われるとなると、当然のことですが時間がかかります。この時間遅れが反応時間ということになるのでしょう。高年齢になるに従いこの時間は長くなります。
　身体の機能を向上するためには、食物からいろいな成分を取るのが良いとされています。中々難しい課題です。
3　安全には習慣化が必要
一般的にいって、中高年齢者の不適作業場所は次の箇所とされています。
1 若者が敬遠する場所
②　3ｋ職場（汚い、きつい、危険）
③　作業環境が好ましくない場所
　このような場所では、心身機能の低下したものの労働環境としては好ましくないといえます。又複雑な機能の機械システムも同様です。現実の問題としては、このような職場で多くの中高年齢者が就労しています。
　裏を返せば、習慣化によって就労可能ということにもなります。欠陥要素としての、反応遅れ、平衡感覚の鈍化、判断やすれ違い、敏捷さ欠如、目の調節力の減退、記憶力の減退、慢性的心身機能の低下等の補正をどのように補うかということになります。多くは、習慣化とそのための改善により就労可能です。
　安全化には正しい習慣を身につけるということが大事な要素になりますが、次に示す「忘れ」ということが常に付きまとっています。その対応が必要です。
1 重要な作業には、「安全作業手順」が必要です。

2 職場のルールは反復して繰り返します。

3 取扱説明書は必要な時、反復して見るようにします。
4 忘れは災害の元凶
忘れるということは、単純な生理現象のようですが、中高年齢者のそれは大きな災害要因となることがあります。忘れが多くなることは、加齢とともに加速されます。それは避けられないことですから、作業要因の中から「忘れ」の対応を考えることが必要になります。忘れないようにするためには何をなすべきか、ということです。
忘れが原因で、失敗した例は私の体験として数多くあります。次のようなことです。
1 鍵のつけ忘れ、扉を開けたまま放置､事故に発展する｡
　　扉を開けたまま点検していたら、猫が入り、暴れまわって感電事故を起こし、停電等の波及事故に発展した。ということがあります。
2 スイッチの切り忘れ、スイッチを切ったまま放置､事故に発展する。
　休日に定期的検査を行い、翌日作業員が機器等を動かそうとしたら動かない。ということ発生します。また、冷蔵庫の食品が腐ってしまった。という事例があります。
3 スイッチを入れっぱなし｡加熱物体があると火災の心配がある。
　停止しなければならないスイッチをそのままにしておいたら、無人になった時間に火災事故に発展してしまった。
4 保護具・防護具等を着用するのを忘れた。急いで作業をした。
5 作業手順の実行を忘れた、重大事故につながる。
　電気の専門家によくある例です。慣れによって安全作業手順を作らず経験を頼りに危険作業を行った。このような単純な誤りが絶えません。

6 安全措置を講じたものを基の状態に戻さなかった。

　電気設備の停電措置として充電していた電気を放電する措置かとられます。そのまま放置して基に戻さず、復旧そちを行ったところ短絡障害を発生してしまった。という笑えない災害事例があります。電気の広域停電の発生ばかりでなく、人身災害で死亡事故に派生することすらあります。
7 その他、数多くが上げられます｡
電気の安全では、常に次の原則を忘れてはいけません。

　ⅰ　遠隔操作・自動操作等と安全囲い、絶縁欠陥がないように措置

　ⅱ　接地は電気設備の命です。活線・活線近接には保護具等の着用

この中には、チョッとしたものから、重大なことが含まれています。重大なものとしては、②、④、（5）が上げられます｡人身傷害等が含まれるからです。考えてみるとゾットする内容です。
　忘れ現象は生理的なもので一般例としては次のようなものです。記憶している内容です。
1 24時間経過で　　　　　　　　　　　　３0％
2 1月経過で　　　　　　　　　　　　　　10％以下
これが、中高年齢者になるにしたがってますますその傾向が顕著になります。これを防止する手段はどのようにしたらいいかを考えてみましょう。そう難しいことではありません。
忘れが原因で災害・事故忘れが原因で大きな災害・事故の発生する例は枚挙に暇のないほど、数多く発生しています。その内容は重大災害から小さなものまでいろいろあります。
私が見たもの、聴いたもの、又実際経験したもの、について紹介しながら話をすすめてみたいと思います。
5 忘れが原因で災害・事故
このようなことは、誰しも日々経験しているところです。一寸した忘れが原因で連鎖的に大きな災害・事故につながることが数多くあります。その多くは、「ヒヤリ、ハット」で大きな災害・事故につながらず事なきを得たというものです。以下の事例は私自身が経験したこと、他から聴取したことがあげられています。
(1)　電源スイッチの切り忘れ

　電気の自営業を営んでいると、他からの請負で、電気設備の点検やら試験の依頼を受け、実施することがあります。このような作業の多くは、高圧から低圧までの電気設備を停止(停電)して行うものです。この際、高圧から低圧までの各種遮断器を停止して実施するのが一般的です。
　①　高圧遮断器を停電させて事故を起こした例

　　電気設備の法定点検として実施される定期検査や工事等に伴う電源停止作業は、年間を通じて数多く実施されています。事業規模の大きい場合は、主担当者が立ち会われて最終的な確認が行われるからよいですが、小規模事業場では、一切の工程を任されておこなうことがあります。

　　電源を停止したまま、作業を終了して帰ってしまった。翌日の朝、事業場の担当者が出勤してみたら、電気が完全にストップしたままだった。直ちに請負者に連絡したら、すぐ駆けつけて停電を回復した。というものです。
　◎　原因対策　　最終確認の手順が励行されていなかった。

　　　作業を終了したら、必ず確認事項の幾つかを取り上げ、チェックするようにします。

　◎　これからの対策　　この際、忘れが伴いますから必ず「作業手順」を作り、実行するようにします。

　◎　結果責任　　二次、三次変電所等があるときは、大きな経済的損失や、災害・事故につながることが想定されます。確認チェック表を作って励行することが必要です。この際、事業場の責任者の確認と請負者の責任分野を明確にしておく必要もあります。曖昧な形で作業を実施しないように努めます。
　②　低圧用の遮断器を停止し事故を起こした例
　　低圧回路は事故修理、絶縁抵抗試験等により電源停止することが数多くあり、このような事故はしばしば発生します。全回路を停止たり、故障等の探索のため、個々の遮断器を停止することがあります。どのような環境にあっても、現実に故障していない限り
　元の状態に復旧しておく必要があります。

　◎　事例　　

　　ⅰ　全遮断器を停止したまま放置

　　ⅱ　個々遮断器を停止したまま放置　

　　ⅲ　帰線用スイッチを切ったまま放置

　◎　原因対策　　最終確認の手順が励行されていなかった。

　　　作業を終了したら、必ず確認事項の幾つかを取り上げ、チェックするようにします。

　◎　これからの対策　　この際、忘れが伴いますから必ず「作業手順」を作り、実行するようにします。

　◎　結果責任　　一例として上げますと、絶縁状態が余り良くない(0.1MΩ以下)ので、遮断器を停止したまま放置したため、その回路に接続していた冷蔵庫が停止し、中に入っていた食品が使えなくなってしまった。請負者が賠償してすみました。結果責任が小さくてよかったのですが、大きな損失を与えることも想定されます。

　◎　これからの対策　　この際、忘れが伴いますから必ず「作業手順」を作り、実行するようにします。

　　一つの小さな「忘れ」が原因して信用を失ってしまいます。
(2)　接地器具の取り外しを忘れた
　高圧電気回路を停電して、作業を実施する際、ケーブル、進相コンデンサー等に充電している電荷は放電して作業の安全を図ることになっています。この際、接地短絡器具にて大地へ放電します。次のような手法が必要です。

　①　放電後の回路に通電されることのない場合

　　操作される人が介在しないような状態で、作業責任者が掌握している場合をさします。もし、危険性があるときは、監視人を配置して厳重に監視させます。

　　このようなときは、短絡放電後、直ちに接地器具を取り外します。

　②　放電後に通電の危険性が存在する場合

　　高圧回路の作業が終了するまで、接地器具を取り外さないで、そのままにしておきます。作業終了を待って取り外します。

　　万が一投入危険性が生ずる場合とは、次のようなことが想定されます。

　ⅰ　複合作業が実施される場合　　ニつ以上の作業が同一場所で実施されている場合
　ⅱ　ニつ以上の作業が同時に行われている場合(停電を他に依頼している場合等)

　◎　原因　　作業責任者が状況把握を完全に行い、①のときは、接地器具を取り外し「「忘れ」防止につとめること。

　◎　対策　　この際、忘れが伴いますから必ず「作業手順」を作り、実行するようにします。

　◎　結果責任　　この種の災害・事故は重大災害につながります。
　ⅰ　死亡災害等

　ⅱ　供給支障事故

　　このような結果責任は重大な問題となりますが、災害・事故の起因は単純なものです。「忘れ」という一言に尽きますが、このような単純な災害を防止するためには、「安全作業手順」の励行と最終的な確認事項が明示されることが基本となります。勿論、このような作業を実施する場合の「作業指揮者」の役割りと責任は当然な帰結であります。

　　単純な災害・事故とはいうものの、一度ならず重ねて同じようなことが繰り返されているのが実情です。
(3)　扉の開放とキーの締め付け忘れ
　①　電気設備の多くは活線部分に直接触れ得ないように、扉の開放はないように必ず閉めるという習慣が必要です。

　②　扉には勝手に開かれないように施錠するものが数多くあります。
　このような原則にも係わらず、その原則が守られないでいるものがあります。その多くは「忘れ」が起因となって放置してしまう、というものです。中には、キーそのものを何処にしまったかを忘れてしまうというもの、もあります。
　単純な「忘れ」が起因となるものですが、事と次第によっては、大事故に発展することがあります。

1 扉が開いて、中に小動物が侵入して接触事故を起こしてしまった。

　点検中に扉を開いていた間に小動物が侵入していた。そのまま扉を閉めてしまったところ、点検員が帰宅後小動物が暴れて、高圧部分に接触し、短絡事故を起こしてしまった。供給支障事故となり、広域停電に発展してしまった。というものです。

2 扉が開いて、風雨が入って事故ってしまった。

扉が閉まっていても、隙間から風雨が侵入することがあります。可能性の有無をよく点検しておく必要があります。

3 第三者が入り、感電してしまった。

　鍵がかかっていないので、不用意に扉を開けて活線部分に触れて感電死傷事故になってしまった。というものです。
　④　キーの保管は正しくしておきましょう。
毎日使用するものは、比較的管理はよいですが、1年に一回とか2年に一回程度のものは、担当が代わったりすると、判らなくなってしまうということがあります。
(4)　安全帯の忘れ

　「安全帯を忘れた」というこしは、忘れ現象とは関係無いかも知れませんが、現実の課題として、このような事態にしばしば遭遇します。平面における電気の作業では、安全帯の着用は義務付けられていませんから、所持していないのが一般的です。

　安全帯の着用義務は、高さ2m以上の危険性の伴う場合に、使用することが求められています。また、可能である限り、安全帯は使用しない状態で作業を進めることが安全作業の推進のためには必要とされます。ということは、安全帯は特定の高所作業で使用するもので、着用の馴れない人が着用すると思うように作業が出来ないからです。
　この場で何故このようなことを取り上げたかというと、次のようなことがあるからです。

1 1号柱のPAS電源操作作業

　　1号柱に取り付けられるPASは、PASに取り付けられた操作紐によって地上より開閉操作ができるようになっています。また、下面に操作箱が設置され、PASの操作用継電器等が収納されています。この操作は、地上にて容易に操作できることが必要です。
　　現実の課題として、操作用継電器箱と紐の操作位置が施設によりまちまちであるということです。通常は、高さ2m前後の位置に設置されていますが、工事設計者、施工工事者の意向によって適宜操作位置等を決めているのが通例です。
　　ということは、高さ2m以上に設置され、操作が容易に行えないというものが散見されるということです。工事設計者、施工工事者の言に従えば、勝手に操作されては困るから操作しにくい高い位置に操作紐等を設置するのだということです。ここで問題になるのが、この操作は誰が行うかということです。事例として、5~8mの位置に取設されているものがあります。勿論この高さの位置まで昇柱しないと操作できません。馴れない作業員には極めて危険が伴います。
　勿論、その際には、安全帯を着用して操作することが義務付けられます。

施工工事者はまれに操作することがあるかも知れませんが、操作の主体は、電気主任技術者、保守担当者等です。最低年1回動作試験のため、数回は開閉操作を行います。また、必要なときには、事業場の従事者が行う「停電回復措置のため」行う必要があるかも知れません。このための操作の容易性と安全性が求められます。
このような、愉快犯とみられる行為があったということは、聴いたことがありませんし、仮にそのような行為があり得たとしても、人の安全確保が優先するかということになります。行為の可能性と作業員の安全性のどちらを取るかは、事業者の選択です。
操作紐による開閉操作を行う必要が生じたときに、操作の主体となる作業員が、安全帯をその場に所持していない場合が多いから、危険性が背中合わせにあるということになります。これは忘れるということ以前の問題ですが、次のようなことが求められます。
2 操作紐の位置
　操作紐は地上にて操作が可能とします。紐の締めくくり場所は、地上2.5程度とし、容易に操作できないように締めくくりします。

　③　操作用の継電器箱は人が容易に開閉できる位置
継電器試験を容易に行うことの出来る箇所とします。かつ、開閉できないように施錠します。また、試験器に接続が容易に行えるようチップを設ける等の措置が必要です。操作用電源については、配電函の場合も同様ですが、継電器箱の近くに操作用の電源(100V) を確保することが必要です。
 (5)　忘れ防止の効果的方法

　忘れ現象を完全に駆逐することは中々難しい課題です。人には「意識の状態」変化があるからです。ここに事例を二つ示しましたが、小さい事故から、重大災害・事故まで様々なものがあります。これを防止するためには、作業者自らの意識改善と作業指揮者の明敏さが要求されます。
　(1)、(2)に示されたような事故は毎年々々繰り返し発生しています。ハインリッヒの法則（300:29:1）にしたがえば、潜在事故として相当数あるものと推定されます。労働災害として取り上げられるものの実数は少なく、電気事故統計にも、保護継電器の動作によってカウントされないですんだ、というものが相当数あるものと推定されます。

　「効果的実施の方法」は今更いうまでもありませんが、「安全作業手順」を作成して、実行する以外に方法はありません。また、「作業指揮者」の締めくくり確認が重要なポイントになります。安全作業手順については、その作成と実施をお願いしても中々真剣に取り組んでくれないところが多く、実行が待たれるところです。
　リスクアセスメントの実施とリスクマネジメントの確立によって功を奏するものと思料されます。「忘れ」に対する予防策は、作業員の意識改革にあるものと思います。意識改革の推進のためには、企業を上げて「安全教育」に取り組むことが重要です。この教育は「繰り返し、繰り返し」実施しないと元の木阿弥になってしまいます。

　教育を繰り返し実施するということは、言うに易く、行われにくい、ものの一つに上げられます。教育というと型苦しくなってしまうから、整理・整頓・清掃のように習慣行事として身につくようにすることが必要です。

　例えば、毎日の朝礼行事として、「忘れ」の発生を防止するような手段・方法を選択して実行するのも一つの方法です。

手段・方法にはどのような方法が案出されるか考えてみましょう。

ⅰ　職場のトップによる訓示

ⅱ　管理者の今日の心得

ⅲ　職長の今日の課題、伝達事項
ⅳ　TBMの実施
ⅴ　作業前の作業工程の説明
このような単純とみられるような事柄でも、毎日毎日繰り返し話の内容を変えて実施すれば効果が上がってくるものです。「忘れ」を防ぐ、ということは、単純な動機付けの一つですから、単純なことから習慣付ける必要があります。

人の意識というものは、時々刻々変化し、忘れの発生も全く同じ過程を繰り返しています。意識の高い時、極端に低い時、一日を通じて誰れでも高低があります。極端に低い時
の対応は一人一人掌握できません。これを認知させるのが、朝礼行事等の習慣化あるいは、作業指揮者の的確な指示ではないかと考えられます。人には、常に「忘れ」という得体の知れない魔物がついてまわっていることを認識する必要があります。ただ、個人として廻り合わせが多いか、少ないかということです。
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